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け
ば
ス
ェ
ー
デ
ン
・
英
国
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
西
独
・
米
国
・
日
本
の
順
と
周
知
の
如
く
鉱
石
専
用
船
と
称
す
る
特
殊
構
造
の
船
舶
は
早
く
よ
り
五
大
湖
に
お
い
て
出
現
発
達
し
た
が
航
洋
鉱
石
専
用
船
の
顕
著
な
発
達
ー
は
戦
後
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
鉱
石
専
用
船
の
急
速
な
発
達
は
最
近
数
年
の
間
に
飛
躍
的
増
大
を
記
録
し
た
（
第
一
互
表
）
。
そ
の
間
に
油
槽
船
市
場
不
況
を
契
機
と
し
て
老
朽
油
槽
船
の
鉱
石
専
用
船
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
船
腹
を
含
め
て
一
九
五
四
年
以
来
四
年
間
に
隻
数
に
し
て
約
五
倍
、
ト
ソ
数
に
し
て
約
六
倍
に
拡
張
さ
れ
た
鉱
石
専
用
船
隊
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
建
造
時
か
ら
の
鉱
石
専
用
船
が
殆
ど
（
七
七
％
）
を
占
め
、
残
り
は
改
造
転
換
船
で
あ
る
が
、
後
者
の
鉱
石
専
用
船
隊
に
お
け
る
地
位
は
相
対
的
に
後
退
し
つ
つ
あ
る
か
に
見
え
る
。
国
籍
別
に
こ
れ
を
見
る
と
、
リ
ベ
リ
ヤ
・
パ
ナ
マ
の
便
宜
国
籍
分
を
除
四
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
資
料
紹
介
第15表鉱石専用船隊推移 （単位D/Wトン）
I 1954年 |1955年 |1956年 |1957年
鉱石専用船 42隻 606,700166隻 1,113,400167隻 1,183.,000192隻 1,751,500
転換船 46 I 630,2001s2 I 726,ooo 
計 42 (606,700!66 ll,113,4001113 ll,813,200!144 12,477,500 
l I 
I 1957年* | 1958年 I 1958年女
隻 隻 1隻
鉱石専用船 10912,077,100112ll2,297,800l 149l2,794,600 
転換船 55I 773, 9001 57 I 811, 0001 58 I 825,600 
計 16412,851,1001178 13,108,8001 20713,620,200 
（註） ＊7月，他は各年前半
Westinform Shipping Reportより作成
一
考
察
（続）
な
る
（
第
一
六
表
）
。
鉱
石
専
用
船
は
こ
の
様
に
鉄
鉱
石
の
海
上
取
引
の
何
れ
か
の
側
に
属
し
て
い
る
。
し
か
も
ス
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
別
と
す
れ
ば
フ
沼
田
昭
七
八
に
占
め
る
比
は
一
―
-0形
か
に
す
ぎ
な
い
が
そ
の
中
に
占
め
る
割
合
は
僅
ラ
ソ
ス
・
ソ
連
を
除
く
用
船
隊
の
世
界
総
船
腹
鉱
石
輸
送
就
航
船
舶
中
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鉱
石
専
専
用
船
に
少
か
ら
ぬ
関
鉄
鉱
石
輸
入
国
が
鉱
石
主
要
製
鉄
国
が
連
な
り
夫
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第16表 国籍別鉱石専用船隊構成 (1958年）
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
（一九五四年）•四五％（一九五五年）で鉄鉱石海上輸送の四％（一九五年）を担当し、それは八に② は約五形に上った。即ち鉄鉱石海輸送の半分専用
船隊に依存するまで到ってい。鉄鉱石は殻物・炭などと
共に不定期船の主要貨物であるが一般市場は鉱石専用
I隻数 I 平絢船型 合計トソ数 Iトソ数彩
リベリヤ及パナマ 46 25,500 D/W 1,172000D/W 32.4 
スェーデン 41 13,500 66,600 15.6 
英 連 邦 42 13,800 567,200 15. 7 
ノールウェイ 21 16,900 355,000 9.8 
ド イ ツ 19 14,500 274,600 7.6 
アメ リ 力 11 23,300 256,000 7.1 
日 本 10 15,600 155,500 4.S 
オラ ソダ 5 21,200 106,200 2.9 
イ タリー 4 15,200 60,900 1.7 
フラソス 3 13,300 40,000 1.1 
そ の 他 5 13,200 66,200 1.8 
計 I 207 I 17,500 I 3,620.200 1100.0 
（註） WestinformShipping Rep0rt No, 110. 
第17表鉱石専用船隊船型別構成
七
九
船浸蝕さる傾向あといえよう。
既述べ如く船対する経済性要求伴い
専用も大型が出現しきた（第一七表）それ油槽
及ばぬ、隊的傾向として大型化
1954 1955 1956 
専用船 専用船 専用船 改造船＇ 計
隻数1トン数 隻数1トソ数 隻薮1トン数 隻数1トン数 隻数1トソ数
5,000以下
5,000-7,499 6 35,500 8 46,000 8 48,000 8 48,000 
7,500-9,999 11 97,600 15 134,000 15 134,300 2 19,200 17 153,500 
10,000-12,499 6 65,300 8 86,000 5 51,700 12 140,400 17 192,100 
12, 500-14, 999 2 25,250 3 38,100 6 76,800 23 310,200 29 387,000 
15,000-16,999 3 46,700 4 61,700 5 77,900 4 63,000 9 140,900 
17,000-20,999 4 80,200 2 37,000 5 97,400 7 134,400 
21,000-23,999 5 111,600 12 262,000 14 317,800 14 317,800 
24, 000-29, 999 9 224,800 9 224,000 7 172,400 7 172,400 
30, 000-39, 999 1 31,000 1 31,000 
40,000以上 3 180,000 4 236,100 4 236,100 
計 1421606, 1001 661113,40016711183,oool 461 630,2001113 11s13,200 
（註） Westinfrolii Shipping Report より作成
第18表 鉱石専用船平均船型推移 （単位： D/Wトン）
1954年 1955年 1956年 1957年 1957年 7月 1958年 -1958年 7月
鉱石専用船 14,400 I 16,900 I 17,656 I 19,038 I 19,056 11s,990 I 1s,156 
改造船 rn,100 I 13,962 I 14,101 I 14,22s I 14,234 
平均 14,400 I 16,900 I 16,046 I 11,1as I 17,384 111,465 I 11,489 
（註） Westinform Shipping Reportより罪出
域
に
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第
19
表
航
路
別
鉱
石
専
用
船
の
輸
送
量
及
平
均
船
型
(1957
年
1958
年）
（
単
位
：
帷
送
量
は
1000
ト
ソ
，
平
均
船
型
は
ト
ソ
）
“' 
こ
l
大
陸云！
英
連
邦
I
 U
.
S
.
N
.
H
 
I
 u.s
ガ
ル
フ
1
日
本
そ
の
他
I
 
計
輸
送
蛍
1平
均
輸
送
景
1平
均
船
型
輸
送
蜃
1平
均
船
型
輸
送
置
1平
均
船
型
輸
送
量
1平
均
船
型
輸
送
量
1平
均
船
型
輸
送
量
1平
均
船
型
プ
ラ
ジ
ル
103.7 
13,000 
65.1 
13,000 
12.5 
12,500 
181.3 
13,000 
90.5 
180.9 
12.5 
12.1 
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747.0 
222524,,,681000 
00 0
 
747.0 
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チ
リ
866.4 
866.4 
ラ
プ
ラ
ド
ル
66.4 
16,600 
344.0 
16,400 
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19'000 
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0
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ラ
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北
ア
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リ
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北
ノ
ル
ウ
ェ
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1135,,95000 0
 
757.0 
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17,200 
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12,400 
3,002.8 
925.3 
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6
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0
 
女
168.1
北
ス
ウ
ェ
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デ
ソ
253.8 
71.3 
325.1 
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45.6 
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14.4 
252.0 
372.4 
14,300 
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太
平
洋
方
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｀
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2
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,
3
0
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2
6
,
4
0
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ヘ
．
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7,000 
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7,700 
5.5 
5,500 
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7,300 
南
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
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9,0 
5
.
5
 
450.3 
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1122,,50700 0
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幻，
2
0
0
1,745.5 
50,000 
163.6 
7,800 
7,377.0 
25,900 
ヴ
ェ
ネ
ゼ
ラ
137.7 
379.8 
町，
300
2,273.4 
46,400 
*219. 7
 
7,948.5 
西
ア
フ
リ
カ
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1132_, ,76000 0
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112110,,,7630000 0
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9
 
2
3
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9
0
0
 
49.6 
12,400 
1,029.9 
12,400 
125.7 
635.4 
211.6 
62.0 
1,034.7 
40.6 
273.1 
16,300 
442.0 
20,100 
759.7 
18,500 
そ
の
他
96.5 
201.1 
342.3 
19.0 
153.6 
176.3 
988.8 
計
,
 4,3
4
4
.0
1
1
3
,6
0
0
1
3
,1
8
4
.~
1
 
11,00018,156.91 
25,40011,864.41 
45,1001 
372.4, 
14,3001 
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鴫
13,
7
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0
1
1
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,
5
9
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.
6
1
1
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,
4
0
0
 
4
,
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0
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.
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4,285. 
8
,
0
印
．
1
2,322.8
紐
．
5
790.4 
20,299.2 
（註）
各
欄
上
段
は
1957
年
，
下
段
は
1958
年
各
1lil
半
Westinform
Shipping Report. 
Nos. 
97, 
120
よ
り
作
成
。
タ
ー
イ
タ
リ
一
向
144.2
を
含
む
。
＊
一
イ
タ
リ
ー
向
98.9
を
含
む
。
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表）。
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
後
述
す
る
様
に
船
舶
の
大
型
化
に
は
充
分
な
運
送
需
要
の
有
無
と
い
う
経
済
的
条
件
の
他
に
港
湾
施
設
設
備
の
絶
対
的
条
件
が
そ
の
限
界
を
与
え
る
。
即
ち
水
深
・
岸
壁
・
荷
役
設
備
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
故
鉱
石
専
用
船
は
荷
役
条
件
の
差
か
ら
油
槽
船
程
大
型
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
そ
の
限
界
は
積
揚
積
卸
港
の
港
湾
条
件
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
英
国
や
日
本
の
場
合
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
英
国
の
場
合
は
揚
荷
港
が
深
・
中
・
浅
に
一
―
―
分
類
さ
れ
る
の
で
鉱
石
専
用
船
は
就
航
す
る
航
路
に
従
っ
て
船
型
を
予
め
③
 
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
鉱
石
輸
送
に
お
け
る
鉱
石
専
用
船
の
占
め
る
割
合
は
航
路
に
よ
っ
て
可
成
り
の
差
を
生
ず
る
（
第
110表
）
。
鉱
石
専
用
船
の
有
す
る
意
義
は
地
域
J
ろ
で
現
在
大
型
船
が
最
も
多
く
就
航
し
て
い
る
航
路
で
あ
る
（
第
一
九
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
航
路
は
大
型
鉱
石
専
用
船
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
れ
今
日
で
は
米
国
を
中
心
と
し
て
カ
ナ
ダ
・
南
米
に
到
る
航
路
に
認
め
ら
る
。
そ
し
て
大
幅
に
船
型
を
大
型
化
す
る
こ
と
は
最
早
地
域
的
に
限
定
さ
の
程
度
は
低
下
し
最
近
で
は
大
型
化
が
一
応
終
息
し
た
と
見
ら
れ
て
い
（
第
一
八
表
）
そ
の
傾
向
は
一
九
五
四
ー
五
五
年
に
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
船
腹
量
増
加
の
最
も
著
し
い
時
期
に
相
当
す
る
。
そ
の
後
大
型
化
向
を
辿
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
平
均
ト
ソ
数
に
お
い
て
こ
れ
を
見
る
と
八
で
き
る
。
今
や
鉱
石
専
用
船
隊
が
世
界
に
お
け
る
最
大
の
製
鉄
国
米
国
を
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
航
路
別
輸
送
量
•
平
均
船
型
（
第
一
九
表
）
を
通
れ
る
。
こ
れ
は
米
国
を
中
心
と
す
る
鉱
石
専
用
船
の
就
航
の
大
な
る
こ
と
に
反
し
て
米
国
向
航
路
は
何
れ
も
殆
ど
が
鉱
石
専
用
船
に
よ
る
と
考
え
ら
的
に
差
違
が
あ
っ
て
、
チ
リ
ー
を
起
点
と
す
る
米
国
向
鉱
石
輸
送
は
全
部
鉱
石
専
用
船
に
よ
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
さ
え
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
化
の
程
度
を
示
す
―
つ
の
指
標
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
体
的
に
欧
州
向
特
に
英
国
向
ほ
鉱
石
専
用
船
の
占
め
る
割
合
が
低
比
率
で
あ
る
が
東
カ
ナ
ダ
・
北
ス
ェ
ー
デ
ソ
か
ら
の
も
の
は
可
成
り
比
率
ほ
高
い
。
こ
れ
し
て
見
た
場
合
の
、
米
国
を
中
心
と
す
る
発
達
と
合
せ
て
考
え
る
こ
と
が
鉱
石
輸
送
に
お
け
る
鉱
石
専
用
船
の
密
度
の
大
小
乃
至
鉱
石
輸
送
の
合
理
航路別専用船の占める
比率(1955年前半）
地 I 起点 1 彩
邦 北アフリカ 22.5 
西アフリカ 20.0 
北ノルウェー 52.7 
南スエーデン 41.8 
東カナダ 77.6 
北スエーデン 71.3 
平均 35.3
西欧大陸 北ノルウェー 6~2 
南スペイン
北アフリカ ー
北スェーデン 32.2 i 
｝西アフリカ ー
I平均 49.7 : 
米国東岸 ヴェネゼラ; 80.2 ! 
東カナダ i98.9 
チリー 100.0
ペルー 89.4
西アフリカ 65.0 
北ノルウェー
I 
92.9 
平均 84.6
米国ガルフ沿岸Iヴェネゼラ| 85.o l 
I 
（註） 「海運調査月報」 50号 8頁より引用
第20表
旦
英
的
一
連
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第21表 航路別鉱石専用船平均年間就航数
目的地 I起 点 1954年 1955年 1956年 1957年 1958年
U.S.N.H ヴプェネゼラ 24.6 24.7 23.4 25.3 23.3 
ラ ラドル 34.5 38.3 34.8 27.7 
チリー 16.0 14.4 12.4 11.9 
ペルー (16.2) 12.6 13.6 11.6 
u.sガルフ 1ヴェネゼラ I(24.3) I 22.2 I 21.l I 23.0 I 21.3 
欧州大陸 北ノルウデェーI 26.0 22.7 22.3 26.2 26.7 
北スヱーソ (29.6) 27.0 (23.6) 24.6 21.5 
プヴェネゼラ 8.0 9.0 
ラジル 7.0 
西アフリカ 9.6 
ニューフォン (10.3) 
ラソド
英連邦 北アァ フリカ 15.9 15.3 15.1 15.4 16.6 
西フリカ 11.6 11.9 11'5 
北ノルウ(ェー 20.2 22.4 20.0 
19.3 21.8 
南スヱー ン' 22.3 (185.32)  
(27.4) 
ラヴプェネラゼルラ
(13.0) 12.6 15.0 
8.3 8.4 7.9 
日 本フィリピソ ー ー 11.1 I 11.9 I 14.6 
カリフォル ー ― - - 8.7 
ニア
（註） WestinformShipping Report Nos, 97, 120. 括弧内は単船による。
山
中
心
と
し
て
動
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
輸
送
鉱
石
量
の
約
半
数
は
米
国
向
で
占
め
ら
れ
、
ヴ
ェ
ネ
ゼ
ラ
鉱
は
輸
送
嚢
の
一
1
一
分
の
一
を
超
え
両
地
間
に
荷
動
量
全
体
の
約
三
分
の
一
が
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
を
主
と
す
る
欧
州
大
陸
向
及
び
英
国
向
鉱
石
専
用
船
輸
送
量
は
鉱
石
輸
送
量
の
半
数
に
近
い
が
そ
の
船
型
は
比
較
的
大
き
く
な
い
。
こ
の
特
徴
は
港
湾
事
情
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
米
国
・
英
国
・
欧
州
大
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
陸
に
鉱
石
輸
送
の
大
部
分
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
積
地
の
う
ち
ヴ
ェ
ネ
ゼ
ラ
・
ラ
ブ
ラ
ド
ル
を
は
じ
め
と
す
る
新
開
発
鉱
床
を
起
点
と
す
る
固
航
路
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
航
路
別
平
均
就
航
数
は
距
離
や
船
舶
の
性
能
の
他
に
両
端
の
積
揚
積
卸
港
の
荷
役
能
率
の
影
響
を
も
受
け
る
（
第
ニ
―
表
）
。
概
ね
遠
距
離
の
場
合
は
就
航
数
が
少
く
な
る
と
共
に
船
質
の
改
善
が
可
成
り
朋
白
に
見
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ゼ
ラ
i
u
.
s
•
N
•
H
•
欧
州
大
陸
・
英
国
、
及
び
北
ノ
．
 6
 
ル
ウ
ェ
ー
1
欧
州
大
陸
ほ
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
就
航
能
率
を
表
わ
す
と
い
う
意
味
で
合
理
化
の
地
域
的
考
察
の
―
つ
の
指
標
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
ヴ
ェ
ネ
ゼ
ラ
を
起
点
と
す
る
新
し
い
諸
航
路
の
改
善
が
著
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
鉱
石
専
用
船
の
発
達
は
地
域
的
に
差
が
あ
り
特
に
大
型
化
ほ
局
部
的
に
限
定
さ
れ
、
一
般
的
に
は
新
航
路
に
お
け
る
鉱
石
専
用
船
の
進
出
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
如
き
船
腹
量
に
一
九
六
0
年
迄
の
発
註
済
船
腹
量
を
考
慮
す
る
と
一
九
六
一
年
に
は
約
六
0
0万
ト
ン
を
擁
す
る
鉱
石
専
用
船
隊
が
出
現
す
る
模
様
で
あ
る
（
第
二
二
表
）
。
そ
の
輸
送
能
力
を
年
問
九
一
0
0万
ト
ン
と
し
て
も
同
年
の
予
想
鉄
鉱
石
海
上
輸
送
量
一
1
1
0
0
0万
ト
ン
を
下
廻
．． 7
 
．
 
る
程
度
で
あ
る
か
ら
鉱
石
専
用
船
の
み
が
鉱
石
輸
送
に
従
事
す
る
と
す
れ
ば
供
給
船
腹
蓋
は
運
送
需
要
に
な
お
及
ば
な
い
。
八
161 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
(
1
)
五
大
湖
に
お
け
る
最
初
の
鋼
鉄
鉱
石
船
は
一
八
八
六
年
に
建
造
さ
れ
(
-
―
-
、
0
0
0
重
藍
ト
ン
S
p
o
k
a
n
e
)
後
に
一
九
0
六
年
に
は
六
0
0
フ
ィ
ー
ト
台
の
J
.
P
i
e
r
p
o
n
t
 M
o
r
g
a
n
が
進
水
し
た
。
日
本
生
産
性
本
部
「
鉄
鉱
石
輪
送
」
九
1
一
頁
。
な
お
鉱
石
輸
送
に
従
事
し
た
船
舶
（
鉱
石
石
油
兼
用
船
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
専
用
船
、
鉱
石
輸
送
に
の
み
従
事
し
た
一
般
不
定
期
船
を
含
む
二
六
五
隻
三
、
七
八
四
、
六
九
六
D
/
W
ト
ン
）
の
分
析
に
つ
い
て
は
,
,
H
A
N
S
A
"
N
r
.
 3
6
/
3
7
 1
9
5
7
 S
.
1
8
7
3
|
1
8
7
5
を
参
照
。
第22表 引渡期別発註船
引渡期 I隻数 1 トン数(D/W)
1958年 51 I 97s,ooo 
1959年 32 I 680,100 
1960年 31 I 669,soo 
1961年 24 I 526,600 
（翌戸） 4 I 42,300 
計 1142 | 2,898,800 
（註） WestinformShipping Report, 
No. 120. 
第23表船型別発註船
船型(D/W) I トソ数
（千トソ）
10,000未満 163 
10,000-12,499 I 32 
12, soo-14, 999 I 371 
1s,ooo-17,499 I 706 
17,500-19,999 I 330 
20,000-24,999 I 256 
25,000-29,999 I 164 
30, 000-39, 999 I 581 
40,000以上 413 
（註） Westin紐 mShipping Report 
Report, No. 97. 
ンと一―
1
0
0
0
0
ト
ソ
台
の
二
つ
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
（
第
二
三
表
）
。
こ
れ
は
夫
y
欧
州
向
及
び
米
国
向
専
用
船
の
標
準
的
船
型
心
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
勿
論
大
型
化
の8
 
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
そ
れ
は
余
り
大
き
い
も
の
で
は
な
い
可
発
註
船
腹
の
船
型
別
分
布
を
み
る
と
一
五
0
0
0ー
一
八
0
0
0
ト
八
(
2
)
W
e
s
t
i
n
f
o
r
r
n
 S
h
i
p
p
i
n
g
 R
e
p
o
r
t
.
 N
o
s
.
 79, 
110
な
お
こ
の
様
な
発
展
の
背
後
に
丁
度
不
定
期
船
隊
の
老
朽
船
置
換
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
「
海
運
調
査
月
報
」
四
八
号
一
一
頁
。
(
3
)
鉱
石
専
用
船
隊
は
次
の
大
き
さ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
九、
0
0
ト
ソ
型
、
一
五
、
0
0
0
ト
ソ
型
、
二
0
、
0
0
0
ト
ソ
型
、
一
1-0、
0
0
0
ト
ソ
型
、
四
五
、
0
0
0
ト
ソ
型
。
米
国
で
は
ニ
―
‘
0
0
0
ト
ン
以
上
の
大
型
船
、
英
国
で
は
一
五
、
0
0
0
ト
ソ
以
下
、
仏
蘭
西
、
瑞
典
で
は
二
て
0
0
0
ト
ソ
型
、
一
五
、
0
0
0
ト
ン
型
が
多
い
。
日
本
生
産
性
本
部
「
鉄
鉱
石
輸
送
」
五
頁
。
(
4
)
不
定
期
船
を
含
む
鉄
鉱
石
輸
送
量
に
占
め
る
比
率
に
お
い
て
も
米
国
向
鉄
鉱
石
は
一
九
五
四
年
の
三
0
•
五
彩
か
ら
一
九
五
六
年
四
―
•
五
％
へ
上
昇
し
た
。
W
e
s
t
i
n
f
o
r
r
n
S
h
i
p
p
i
n
g
 
Report•Nos. 
4
2
,
 
79. 
(
5
)
米
国
は
燐
分
の
少
い
メ
サ
ビ
地
域
の
鉱
石
を
使
用
し
て
き
た
の
で
ヮ
バ
ナ
、
ス
ェ
ー
デ
ン
の
鉱
石
よ
り
燐
分
の
少
い
ヴ
ェ
ネ
ゼ
ラ
、
ラ
プ
ラ
ド
ル
の
鉱
石
の
方
を
適
当
と
す
る
。
「
海
運
調
査
月
報
」
五
0
号
六
頁
。
(
6
)
チ
リ
ー
ー
—
u
.
s
.
N
•
H
、
北
ノ
ル
ウ
ェ
ー
—
|
i
央
国
の
例
に
見
る
が
如
き
は
小
型
船
を
含
む
場
合
や
快
速
船
の
他
航
路
へ
の
分
散
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
W
e
s
t
i
n
f
o
r
m
S
h
i
p
p
i
n
g
 
R
e
p
o
r
t
,
 N
o
,
 97. 
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第芯表 船型別輸送原価比較（単位：彩）
ぐララップゴアピザ
船型
A’100  100 1 100, 
851  891  88 
781  761  75 
76 I 68 I 68 
（註） A’… •••10,000D/W トソ型普通貨物船，以下何
れも専用船 A……10,000D/W' トン型• B・
15,000D/W トン型 •C······20,000D/W トソ型
小島•中島共著「鉄」 609頁より作成
A 
B 
c
 
あ
っ
て
鉱
石
専
用
船
も
そ
田
の
例
外
で
は
な
い
。
大
型
(
7
)
鉱
石
輸
送
の
実
績
年
問
ト
ソ
当
り
平
均
一
五
・
三
航
海
に
も
と
づ
く
。
W
e
s
t
i
n
f
o
r
m
S
h
i
p
p
i
n
g
 R
e
p
o
r
t
,
 N
o
,
 1
2
0
.
 
(
8
)
発
註
船
の
平
均
船
型
は
約
二
0
、
0
0
0
ト
ソ
で
解
体
船
を
考
慮
し
な
い
場
合
平
均
船
型
は
数
年
後
に
一
八
、
八
0
0
ト
ン
程
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
鉱
石
専
用
船
の
発
達
は
こ
の
様
な
技
術
的
条
件
を
中
心
と
す
る
諸
特
徴
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
鉱
石
専
用
船
は
経
済
性
即
ち
運
送
費
用
の
低
減
に
お
い
て
優
れ
る
が
（
第
二
四
表
）
先
に
挙
げ
た
特
徴
が
必
ず
し
も
鉱
石
専
商
船
隊
の
一
般
的
傾
向
で
船
型
の
大
型
化
は
世
界
ほ
か
な
ら
な
い
。
船
型
が
大
型
に
な
る
程
積
載
能
カ
一
屯
当
り
建
造
費
も
安
く
な
り
一
定
速
力
に
対
す
る
燃
料
費
、
ら
な
い
。
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
第25表
ば
失
い
が
ち
に
さ
せ
る
こ
用
船
の
輪
郭
を
と
も
す
れ
限
ら
な
い
こ
と
は
鉱
石
専
用
船
に
特
有
の
も
の
と
は
五 鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
船型・速力別船隊構成
一
般
船
費
は
低
減
し
、
船
型
が
制約があるからに
五、き110-10.9111-11.9匹ー12.9113-139|14-14.9115-15.9|16-16.9I 計
！ 
10,000トン以下 ， ， 10 5 33 
10,000-12,499 11 4 3 8 26 
12,500-14, 999 7 11 ， ， 6 I 43 ！ 
15,000-17,499 1 7 7 8 13 1 1 38 
17,500-19,999 1 2 3 6 12 
20, 000-24, 999 1 1 10 7 ， 28 
25, 000-29, 999 2 1 4 7 
30, 000-39, 999 1 7 2 2 12 
40,000トン以上 1 6 1 8 
計 | 29 I 31 I 30 I 34 I 42 I 23 I 
18 I 201 
（註）
離
、
運
送
需
要
な
ど
の
技
術
的
、
経
済
的
Westinform Shipping Report, No.120. 
備
の
ほ
か
輸
送
距
は
積
揚
港
、
積
卸
港
油
槽
船
の
如
き
超
大
に
よ
り
鉱
石
輸
送
に
の
港
湾
施
設
荷
役
設
は
対
象
貨
物
の
相
違
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
型
船
の
出
現
に
は
到
専
用
船
に
お
い
て
は
で
は
あ
る
が
、
鉱
石
八
四
減
を
齋
ら
す
こ
と
は
一
般
不
定
期
船
や
油
槽
船
の
場
合
と
同
様
化
が
輸
送
原
価
の
低
163 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
二
倍
に
な
る
と
費
用
は
そ
の
約
三
分
の
二
に
と
ど
ま
る
。
鉱
石
専
用
船
は
低
速
低
馬
力
で
よ
い
と
い
わ
れ
る
が
一
般
的
に
大
型
船
程
高
速
力
に
設
計
型
化
に
よ
る
経
済
性
は
年
間
航
海
数
の
増
加
或
は
遠
距
離
輸
送
に
お
け
る
②
 
輸
送
量
の
増
加
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
水
深
、
岸
壁
な
ど
港
湾
事
③
 
情
の
許
す
限
り
大
型
に
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
が
積
地
揚
地
に
広
い
貯
鉱
場
を
要
し
、
機
械
荷
役
に
よ
る
積
揚
荷
時
間
の
短
縮
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。
結
局
船
舶
大
型
化
に
よ
る
運
送
費
用
は
大
体
三
万
屯
ま
で
急
速
に
低
減
し
、
し
か
も
遠
距
離
の
場
合
に
費
用
低
減
は
著
し
い
（
第
二
六
表
）
。
④
 
速
力
の
増
大
は
建
送
費
用
の
増
大
を
伴
う
が
そ
れ
に
よ
っ
て
年
間
航
海
数
を
増
加
し
船
舶
の
回
転
を
高
め
る
か
ら
全
航
海
日
数
中
実
動
日
数
の
割
5
 
合
の
大
き
い
遠
距
離
航
海
程
そ
の
経
済
的
効
果
は
大
き
く
な
る
乙
考
え
ら
さ
て
鉱
石
専
用
船
の
最
大
の
特
徴
と
も
言
わ
れ
る
荷
役
に
お
け
る
能
率
6
 
と
船
舶
の
構
造
に
就
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
鉱
石
専
用
船
の
構
造
は
油
槽
船
乾
舷
(
t
a
n
k
e
r
f
r
e
e
b
o
a
r
d
)
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
深
積
み
が
可
能
と
な
り
一
0
、
0
0
0ト
ソ
級
専
用
船
で
は
一
般
貨
物
船
よ
り
約
六
0
0
ト
ソ
多
く
積
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
mり
れ
は
載
貨
ト
ソ
当
り
船
価
を
割
安
に
す
る
可
れ
る
。
さ
れ
る
か
ら
（
第
二
五
表
）
年
間
運
航
費
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
八
五
物
船
は
鉱
石
を
中
甲
板
に
積
ん
で
も
な
い
。
し
か
も
船
鎗
は
荷
役
用
グ
ラ
プ
の
使
用
に
よ
り
損
傷
を
受
け
易
い
と
同
時
に
鎗
口
が
充
分
広
く
な
い
た
め
に
船
給
内
に
お
い
て
グ
ラ
ブ
が
直
接
届
か
な
い
部
分
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
に
よ
り
多
く
の
人
手
を
要
し
能
率
の
低
下
を
招
く
。
鉱
石
専
用
船
は
こ
の
よ
う
な
欠
点
を
排
除
し
て
船
鎗
の
ど
の
部
分
に
も
グ
ラ
ブ
が
届
き
そ
の
効
率
を
上
げ
残
荷
の
か
き
出
し
の
手
数
を
最
も
少
く
な
る
様
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
一
般
貨
物
船
が
積
載
鉱
石
を
グ
ラ
ブ
を
用
い
て
f
r
e
e
 
d
i
g
g
i
n
g
で
荷
揚
す
る
の
は
二
0
乃
至
一
―
-0形
に
す
ぎ
な
い
。
そ
考
慮
が
払
わ
れ
て
お
り
荷
役
時
間
も
人
夫
に
対
す
る
費
用
も
少
と
な
る
よ
第26表
な
障
害
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
か
る
が
こ
れ
が
揚
荷
役
の
大
き
鉱石専用船船型別輸送費比較
（単位：％）
¥船型|， ラ(1ラ,60ッ0哩プ） ゴ（5,200哩ア） サ（9,ソ00フ0哩ァ）ソ
10,000トソ 100 100 100 
20,000 84 80 74 
30,000 80 66 62 
40,000 61 
50,000 58 
60,000 56 
（註） 運輸省試算「鉄鋼界報」 438号 1頁
で
重
心
の
上
方
へ
の
移
動
を
は
れ
た
構
造
を
も
た
な
い
一
般
貨
鉱
石
輸
送
の
た
め
に
特
殊
化
さ
良
好
な
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
は
荷
役
能
率
、
特
に
揚
荷
役
の
と
比
較
し
て
特
長
を
有
す
る
の
鉱
石
専
用
船
が
一
般
貨
物
船
オ2図
荷役能刀一定の埠合の原1ili偲添率
ぽ知醗送距離1：：つき10,000％型＝IOQ)
150 
140 
130 
120 
I 0 
100 
90 
80 
70 
164 
％ 
I 60 
50 
~ 10,000 D/w 20,000 30,000 40,000 
窄主）鉱金広厄萄愈送専門規察r世界ふび＇日本の金央金伝厄函令送宰嗚叫既観」 22頁
（註） 前提とした船型は次の通りである。
D/W TON 110,000 / 15,000 I 20,000 I 30,000 / 40,000 
G/m TON J 6,660 I 10,000 I 13,330 I 20,000 I 26,660 
馬力 (DIESEL) HP I 4,000 I 6,000 I 8,000 I 10,000 I 12,000 
満載航海能力 KT I 13.0 I 13.0 I 13.5 / 14.0 I 14.0 
空船 II II KT I 14.0 / 14.0 I 14.5 I 15.0 I 15.0 
航海時燃料消費T/DAY I 15 I 22 I 29 I 36 I 43 
碇泊時 11 11 T/DAY I 1.0 I 1.4 I 1.7 I 2.3 I 2.8 
号 3回
荷役日数一定の場合の原1ili俄満李
（夫％騎送距雄につき 10,000°/w型＝ 100)
100 
90 
80 
10 
0
0
 
6
5
 
し
％
 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
八
六
10,000 
し
D/W 
（社）鉗遥広厄醐痢•送専門況；；；こ＇こ存及び日本の揺厄輯i知草i局の ff'え卸，」？3 頁
20.0.00 30,000 40,000 
165 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
米
国
に
お
け
る
港
湾
荷
揚
設
備
ほ
欧
州
の
そ
れ
に
比
べ
て
一
般
に
大
型
こ
と
が
で
き
る
。
ま
り
近
距
離
輸
送
で
は
逆
に
原
価
の
騰
る
の
を
見
る
。
と
こ
ろ
が
船
型
に
離
輸
送
の
場
合
で
も
船
型
の
大
型
化
に
よ
る
原
価
低
減
は
二
割
程
度
に
止
⑧
 
れ
以
後
能
率
は
急
落
し
人
夫
の
鎗
内
残
荷
掻
き
出
し
が
必
要
と
な
る
。
鉱
石
専
用
船
に
お
い
て
は
積
荷
の
六
〇
乃
至
九
0
％
は
free
d
i
g
g
i
n
g
で
掴
み
取
れ
る
の
で
一
般
貨
物
船
の
二
分
の
一
乃
至
三
分
の
二
の
時
間
し
か
廉
に
し
船
の
回
転
率
を
増
し
年
間
航
海
数
を
よ
り
多
く
す
る
。
こ
4
に
鉱
石
専
用
船
の
経
済
性
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
，
 
し
か
し
乍
ら
鉱
石
専
用
船
に
は
極
め
て
稀
な
例
外
を
除
い
て
積
揚
卸
設
備
を
そ
れ
自
体
有
し
な
い
。
こ
の
点
は
船
舶
構
造
の
単
純
化
に
よ
る
船
価
の
低
減
に
は
な
る
が
荷
役
能
率
に
関
し
て
ほ
鉱
石
専
用
船
は
受
動
的
立
場
に
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
荷
役
能
力
を
船
型
の
如
何
に
拘
ら
ず
一
定
と
す
る
と
（
第
1
一
図
）
遠
距
従
い
荷
役
能
力
が
大
で
船
型
に
拘
ら
ず
一
定
日
数
を
以
て
荷
役
が
完
了
す
る
も
の
と
す
る
と
（
第
三
図
）
輸
送
原
価
は
約
三
分
の
二
に
低
減
さ
せ
る
こ
の
こ
と
は
船
型
の
大
型
化
に
或
る
限
界
を
与
え
る
結
果
を
生
ず
る
。
〇
乃
至
五
0
％
優
る
。
か
よ
う
に
し
て
貨
物
一
ト
ン
当
り
揚
荷
費
用
を
低
要
し
な
い
。
そ
の
結
果
一
般
貨
物
船
に
比
較
し
て
揚
荷
能
力
に
お
い
て
第27表
積揚地能力 I ララップ(ー1,3八50幡浬） 1 ゴアー八幡（4,723浬） I ララップ(ー1,八35幡0浬） 1 ゴアー八幡(4,723浬）
500t/d 65,929トン' 100彩 44,699トソ 100% 7.00ドル 100彩 10.52ドル!100彩
1,000 109,807 166 61,328 137 4.47 64 8.18 78 
2,000 164,147 249 75,349 168 3. 16 45 7.03 67 
3,000 197,806 300 81,563 182 2.72 39 6.58 63 
4,000 219,615 333 85,073 190 2.50 36 6.36 60 
5,000 234,148 356 87,422 195 2.37 34 6.28 60 
稼揚地能力別年間輸送量及原価比較
（註） 小林重礼「海運需要者に対する在港日数の意味」
（その 2)富士製鉄技報 6巻 1号27;31頁より引用
八
七
に
港
湾
荷
役
能
率
に
関
心
を
払
っ
に
鉱
石
を
求
め
て
い
る
英
国
が
特
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
的
近
距
離
の
短
縮
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
顕
著
な
効
果
を
期
待
す
る
ち
荷
役
能
率
の
向
上
は
航
走
日
数
そ
の
意
味
で
碇
泊
日
数
の
短
縮
即
割
合
が
大
で
あ
る
こ
と
に
基
く
。
め
る
碇
泊
日
数
叉
は
荷
役
時
間
の
は
比
較
的
短
い
航
海
日
数
中
に
占
影
響
し
年
間
輸
送
盤
の
増
大
及
び
積
ト
ン
当
り
輸
送
原
価
の
低
減
を
結
果
す
る
（
第
二
七
表
）
。
そ
れ
に
お
い
て
船
舶
の
能
率
に
著
し
く
さ
て
以
上
の
よ
う
に
荷
役
に
要
り
h
"
i
 
す
る
時
間
の
短
縮
は
特
に
近
距
離
設
備
を
含
め
た
港
湾
施
設
の
改
善
ewi 
ー
~
 
が
さ
れ
て
い
る
。
で
あ
る
が
欧
州
に
お
い
て
も
荷
揚
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第28表 年 間 航 海 数 比 較
| 1954年 I1955年 I195&年 11957年 I1958年
鉱石専用船 11.1 I 11.a I 19.5 I 16.6 I 19.5 
改 造 船 12.0 I 10.1 I 12.0 
不定期船 9.5 I 9.4 
全船隊 I11.8 I 1a.1 I 16.9 I 14.8 I 1&.9 
（註） 何れも上半期「海運調査月報」 50号9頁 Westinform
Shipping Report Nos. 97, 120より作成
第29表 鉱石専用船不定期船年間航海数比較
I 専 用船 1 不定期船
1954 I 1955 1954 I 1955 
米国ヴ東岸ネ揚 I 24.6 I 24.7 114.7 I 15.9 ェゼラ積
米国ヴ湾ェ岸ネ揚ゼラ積 I (24.3) I 22.1 113.3 I 16.7 
西塁大陸雙 I I I I ノル ー 26.0 23.7 21.2 19.7 
北スェーデェン積 (29.6) (27.0) 26.1 17.0 
雫ぃ塁 15.9118.6111.3111.7 
南北ノル プ王 20.2 (2123 •4 17.1 15.6 
スェー ― .0) 15.4 11.7 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察e“
 nu 
て
い
る
の
も
あ
な
が
ち
故
な
し
と
し
な
い
。
さ
て
以
上
の
技
術
的
条
件
に
専
航
輸
送
と
い
う
運
航
上
の
特
徴
を
加
え
て
そ
の
結
果
、
鉱
石
専
用
船
ほ
鉱
石
輸
送
に
就
航
し
た
不
定
期
船
や
改
造
船
よ
り
も
遥
か
に
高
い
能
率
を
示
し
て
い
る
（
第
二
八
表
）
。
特
に
遠
距
離
航
路
に
お
い
て
航
海
数
の
差
は
甚
だ
し
く
、
専
用
船
の
優
位
性
を
如
実
⑳
 
h
u
 
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
第
二
九
表
）
。
効
率
か
ら
見
れ
ば
不
定
期
船
は
専
用
船
の
約
五
五
彩
程
度
、
改
造
船
は
同
様
に
六
二
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
沼
田
）
（註） 括弧内は一航海就航船を含む「海運調査月報」 50号
8頁より作成
鉱
石
専
用
船
の
利
点
を
強
調
し
て
来
た
が
特
殊
化
の
た
め
生
じ
る
不
利
益
が
存
す
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
運
送
需
要
に
対
す
る
技
術
的
特
殊
化
は
特
定
航
路
に
固
定
化
さ
れ
た
専
航
輸
送
を
余
儀
な
く
し
て
転
用
の
機
会
A
出u
 
を
失
わ
し
め
た
。
し
か
も
同
種
の
運
送
需
要
が
同
一
航
路
の
往
路
復
路
に
発
生
す
る
こ
と
が
極
め
て
稀
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
片
荷
遅
航
を
避
け
る
こ
g
 
u
 
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
多
く
の
場
合
往
路
若
く
は
復
路
の
一
方
が
満
船
遅
航
で
あ
り
他
方
が
脚
荷
運
航
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
点
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
な
お
鉱
石
専
用
船
の
発
達
を
促
す
も
の
は
そ
の
特
殊
化
な
ど
に
よ
る
利
益
が
前
記
の
不
利
益
よ
り
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
鉱
石
専
用
船
の
経
済
的
優
秀
性
は
大
型
化
、
高
速
化
、
鉱
石
の
運
航
荷
役
に
適
す
る
構
造
を
通
じ
て
そ
の
輸
送
能
率
と
運
航
安
全
性
が
高
め
ら
れ
、
輸
送
原
価
の
低
減
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
般
不
定
期
船
と
の
競
争
に
お
い
て
運
賃
市
況
悪
化
の
場
合
に
も
充
分
太
刀
打
û 
"i 
ち
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
結
局
最
近
の
鉱
石
輸
送
に
お
け
る
輸
送
距
離
の
長
大
化
は
大
型
化
、
高
速
化
、
碇
泊
日
数
の
短
縮
化
を
要
求
し
そ
こ
に
経
済
的
輸
送
形
態
の
発
展
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鉱
石
専
用
船
の
経
済
的
効
果
ほ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
遠
距
離
輸
送
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
閻
よ
う
（
第
一
―
-0表）。
八
八
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鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
第30表 鉱石専用船船型別重蓋トン当り輸送費用・船費指数比較
I_ D/W 別船型 10,000トソ 15,000トソ 20,000トン 25,000トソ 130,000トソI| I 
I A | D/W 当り船費 100 | 86 | 79 I 76 |― 74 
I B I 1日当り船費絶対額 I 100 I 128 I 158 I 191 I 223 
翰送原価 1ララップ 100 | 100 | 105 | 114 | 123 I 
C 
(H/B十運航経費）1カナダ I 100 I 94 I 94 I 97 i 100 | 
（註） 時事通信：交通述袷版 (32.3.8)，大阪商船：資料鉱石専用船ンリーズ(21 6頁より引用
(
5
)
米
国
の
鉱
石
専
用
船
が
英
国
、
瑞
典
に
比
し
て
高
速
で
あ
る
(
4
)
 
速
力
増
大
に
は
そ
の
一
ー
ー
乗
の
倍
数
の
燃
料
費
が
必
要
と
さ
れ
る
(
3
)
満
載
吃
水
か
ら
船
型
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
英
国
で
は
港
湾
が
深
中
浅
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
結
果
小
型
（
吃
水
二
四
界
二
吋
稼
高
八
0
0
0
屯
）
、
中
型
（
吃
水
二
八
択
禎
高
一
四
、
0
0
0屯
）
、
大
型
（
吃
水
一
―
-
0
択
積
高
二
0
、
0
0
0
屯
）
の
三
つ
の
型
に
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
同
右
資
料
―
ニ
ー
ニ
0
頁。
(
2
)
海
外
製
鉄
原
料
委
員
会
資
料
第
一
―
―
―
号
六
ー
七
頁
。
(
1
)
狩
野
洋
太
郎
「
最
近
に
お
け
る
遠
洋
貨
物
船
の
傾
向
」
「
船
の
科
学
」
九
巻
―
一
号
―
―
一
七
ー
四
七
頁。
W
e
s
t
i
n
f
o
r
m
 
S
h
i
p
p
i
n
g
 
R
e
p
o
r
t
,
 N
o
.
 1
0
5
参
照
。
八
九
の
は
欧
州
に
比
較
し
て
米
国
で
は
焚
料
費
が
安
く
船
員
費
そ
の
他
の
船
費
が
高
く
高
速
力
に
よ
る
運
航
費
の
増
加
ほ
船
舶
の
回
転
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
る
吸
収
が
可
能
な
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
沢
正
治
「
鉱
石
専
用
船
の
経
済
性
」
「
鉄
鋼
界
」
六
巻
八
号
五
一
頁
。
(
6
)
旅
荷
の
場
合
は
シ
ュ
ー
ト
・
ベ
ル
ト
コ
ソ
ベ
ア
に
よ
る
が
揚
荷
に
お
け
る
程
一
般
貨
物
船
の
能
率
と
の
間
に
大
差
は
な
い
。
(
7
)
沢
正
治
「
鉱
石
船
資
料
」
九
頁
。
日
本
最
初
の
純
鉱
石
船
新
田
丸
（
一
七
、
0
0
0
重
量
ト
ソ
）
は
そ
の
た
め
一
、
四
七
五
卜
ン
（
排
水
量
）
多
く
稜
貨
で
き
る
。
「
海
運
」
―
―
―
六
0
号
一
五
頁
。
「
海
運
調
査
月
報
」
四
八
号
―
―
―
(
8
)
「
鉱
石
及
び
鉱
石
専
用
船
」
頁
、
四
九
号
一
＿
了
六
頁
参
照
。
(
9
)
s
e
l
f
,
u
n
l
o
a
d
e
r
を
設
け
て
い
る
鉱
石
専
用
船
は
一
九
五
七
年
末
1
一
隻
に
過
ぎ
な
い
。
藤
野
淳
「
欧
米
の
鉱
石
船
を
視
察
し
て
」
「
船
の
科
学
」
一
0
巻
―
二
号
四
0
頁
。
そ
れ
は
船
価
の
上
昇
と
載
貨
量
の
減
少
な
ど
を
商
ら
す
の
で
一
般
化
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
沢
正
治
「
鉱
石
船
調
査
資
料
」
一
五
ー
三
六
頁
、
「
古
船
談
義
古
船
と
鉱
石
輸
送
」
「
鉄
鋼
界
」
五
巻
八
・
九
号
四
五
I
五
―
―
一
頁
に
は
船
費
を
中
心
と
し
た
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。
(
1
0
)
P
e
t
e
r
 D
u
f
f
:
 
op. 
cit. 
p
p
.
1
5
9
-
1
6
0
 
海
外
製
鉄
原
料
委
員
会
前
掲
資
料
八
I
―
-
＝
頁
、
（
こ
こ
で
は
港
湾
の
能
率
を
表
わ
す
の
に
有
効
着
埠
率
(
b
e
r
t
h
i
n
g
availabili 
t
y
)
と
有
効
離
埠
率
(
u
n
b
e
r
t
h
i
n
g
a
v
a
i
l
a
b
i
l
i
t
y
)
を
用
い
て
い
る
。
）
―
―
―
―
―
ー
ニ
四
頁
参
照
。
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な
お
海
外
及
び
本
邦
諸
港
の
港
湾
設
備
に
就
い
て
ほ
次
を
参
照
。
日
本
生
産
性
本
部
、
前
掲
書
―
―
―
五
ー
ニ
0
五
頁
。
同
上
「
日
本
の
鉄
鉱
石
輸
送
の
現
状
に
つ
い
て
」
一
三
ー
ニ
―
頁
。
小
島
・
中
島
共
著
、
前
掲
書
六
一
0
頁
。
海
外
製
鉄
原
料
委
員
会
「
輸
入
鉄
鉱
石
稼
出
地
状
況
」
。
福
富
忠
雄
「
砿
石
船
と
そ
の
旗
地
揚
地
の
話
」
「
海
進
」
―
―
―
六
五
号
二
六
ー
―
―
1
0
頁
、
三
六
六
号
二
八
ー
―
―
―
一
頁
。
「
鉄
鋼
界
報
」
四
四
二
号
四
頁
。
(11)
不
定
期
船
の
荷
役
時
間
の
調
査
に
お
い
て
も
港
湾
施
設
が
貨
物
自
体
の
性
質
よ
り
決
定
的
要
因
と
し
て
い
る
。
W
e
s
t
i
n
f
o
r
m
S
h
i
p
p
i
n
g
 R
e
p
o
r
t
`
N
o
.
9
3
.
 
(12)
英
国
輸
入
鉄
鉱
石
原
価
は
欧
州
大
陸
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
―
―
―
0
志
高
い
（
屯
当
り
平
均
揚
荷
費
用
は
一
―
―
志
―
一
片
乃
至
七
志
一
片
）
。
平
均
揚
荷
時
間
ほ
多
く
か
か
り
す
ぎ
で
四
日
も
バ
ー
ス
待
ち
の
こ
と
も
あ
っ
て
一
隻
当
り
二
乃
至
八
日
で
あ
る
。
全
般
的
に
揚
荷
屯
当
り
費
用
は
小
型
船
よ
り
大
型
船
の
方
が
幾
分
高
い
。
そ
れ
ほ
一
部
の
港
湾
に
お
け
る
整
備
が
お
く
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
P
•
D
u
f
f
:
0
p
.
cit., 
p.158. 
(13)
航
路
別
に
こ
れ
を
見
て
も
不
定
期
船
は
専
用
船
よ
り
効
率
が
一
般
的
に
悪
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
海
運
調
査
月
報
」
五
0
号
八
頁。
(14)
鉱
石
専
用
船
は
積
付
係
数
1
一
五
立
方
沢
で
設
計
し
て
あ
る
か
ら
屑
鉄
（
屯
当
り
四
五
ー
五
五
立
方
択
）
は
普
通
の
積
高
の
僅
か
に
五
0
彩
、
石
炭
（
屯
当
り
四
0
立
方
択
）
は
同
じ
く
六
0
％
し
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
か
積
め
な
い
。
海
外
製
鉄
原
料
委
員
会
資
料
―
―
―
一
号
六
頁
。
(15)
例
外
は
石
油
・
鉱
石
兼
用
船
(
C
o
m
b
i
n
e
d
oil/ore 
carrier)
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
運
河
初
期
に
始
ま
る
こ
の
種
の
船
舶
竺
一
種
の
貨
物
運
送
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
全
航
海
時
間
に
お
け
る
空
船
航
海
は
減
少
し
高
能
率
と
な
る
。
冬
季
氷
結
な
ど
季
節
的
に
鉱
石
輸
送
が
制
限
さ
れ
そ
の
間
他
航
路
で
異
種
貨
物
運
送
に
従
事
す
る
場
合
、
往
航
復
航
に
異
種
貨
物
を
旗
む
こ
と
が
で
き
る
湯
合
、
三
角
航
海
な
ど
で
種
類
の
貨
物
を
運
送
す
る
方
が
有
利
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
運
賃
市
況
に
対
し
て
運
送
貨
物
選
択
の
可
能
性
を
保
持
す
る
た
め
の
場
合
、
な
ど
が
そ
の
出
現
の
理
由
で
あ
る
が
実
際
に
は
何
れ
か
一
方
の
専
航
輸
送
に
従
事
す
る
こ
と
が
多
い
。
「
海
運
調
査
月
報
」
四
八
号
六
ー
七
頁
。
日
本
生
産
性
本
部
「
鉄
鉱
石
輸
送
」
七
ー
八
頁
、
岡
庭
博
「
鉱
石
専
用
船
の
発
達
と
海
運
経
営
」
（
下
）
「
海
運
」
―
―
―
六
八
号
九
頁
、
W
e
s
t
i
n
f
o
r
m
S
h
i
p
p
i
n
g
 
R
e
p
o
r
t
,
 N
o
.
 
104.
「
海
運
調
査
月
報
」
六
九
号
一
五
ー
一
六
頁
参
照
。
ひ
ろ
く
撒
稿
貨
物
輸
送
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
(single
d
e
c
k
 
で
稼
付
係
数
約
五
0
立
方
択
）
撒
稼
貨
物
船
(
b
u
l
k
carrier)
が
あ
る
。
特
に
特
定
貨
物
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
大
型
化
に
よ
る
輸
送
合
理
化
の
点
で
鉱
石
専
用
船
の
特
徴
と
共
通
の
も
の
が
あ
る
。
対
象
貨
物
を
撰
択
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
鉱
石
専
用
船
と
比
較
し
た
湯
合
鉱
石
輸
送
に
関
し
て
は
鉱
石
専
用
船
程
能
率
は
高
く
な
い
。
狩
野
洋
太
郎
「
最
近
に
お
け
る
遠
洋
貨
物
船
の
傾
九
〇
169 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
周
知
の
如
く
海
遅
市
場
に
お
け
る
変
動
性
は
甚
だ
著
し
い
も
の
で
あ
る
（
第
四
図
）
。
含
有
鉄
分
を
考
慮
し
た
鉄
鉱
石
山
元
価
格
は
変
動
が
少
い
の
で
輸
入
鉄
鉱
石
の
価
格
の
変
動
は
主
と
し
て
海
上
運
賃
の
そ
れ
に
帰
せ
ら
れ
る
（
第
三
一
表
）
。
既
に
触
れ
た
如
く
輸
入
鉄
鉱
石
価
格
中
に
占
め
る
海
上
運
賃
の
比
率
は
大
き
く
、
主
要
製
鉄
国
が
何
れ
も
益
p
海
外
鉄
結
語
向
」
「
船
の
科
学
」
九
巻
―
一
号
―
―
―
七
ー
四
七
頁
、
岡
庭
博
「
鉱
石
専
用
船
の
発
達
と
海
運
経
営
」
（
中
）
「
海
運
」
一
＿
一
六
六
号
ニ
0
ー
ニ
―
頁
、
日
産
汽
船
資
料
.̂
Bulk
C
a
r
r
i
e
r
"
.
 P. 
D
u
f
f
 op. 
cit. 
pp.155, 
158. 
R. A
t
k
i
n
s
o
n
;
 
B
u
l
k
 C
a
r
r
i
e
r
 D
e
s
i
g
n
 
C
o
n
s
i
d
e
r
a
t
i
o
n
s
,
^
'
S
h
i
p
p
i
n
g
 
W
o
r
l
d
"
 
A
p
r
i
l
 17, 
1957̀
 
p
p
.
3
9
7
|
3
9
8
.
参
照
。
海
外
製
鉄
原
料
委
員
会
資
料
―
―
―
一
号
七
ー
八
頁
参
照
。
(16) 
(17)
船
型
の
大
型
化
に
従
い
船
費
の
低
減
が
み
ら
れ
る
(
A
)
が
荷
役
能
率
が
良
好
で
な
け
れ
ば
非
常
に
不
利
で
あ
り
(
B
)
短
距
離
、
荷
役
能
力
不
良
の
場
合
（
ラ
ラ
ッ
プ
ー
ー
＇
一
、
四
五
五
浬
、
一
日
当
り
―
―
-
、
1
0
0屯
）
と
長
距
離
、
荷
役
能
力
良
好
の
湯
合
（
カ
ナ
ダ
ー
ー
四
五
三
五
浬
、
一
日
当
り
八
、
五
五
0
屯
）
に
よ
る
輸
送
原
価
の
相
違
が
見
ら
れ
る
(
C
)
。
な
お
、
沢
正
治
「
鉱
石
専
用
船
の
経
済
性
」
「
鉄
鋼
界
」
六
巻
八
号
五
0
ー
五
二
頁
、
日
本
生
産
性
本
部
「
鉄
鉱
石
輸
送
」
二
四
四
ー
ニ
四
九
頁
参
照
。
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160 
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16 0 
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暫
く
視
点
を
日
本
に
置
い
て
こ
の
問
題
を
探
っ
て
み
よ
う
。
主
要
製
鉄
鉱
石
に
依
存
す
る
傾
向
に
あ
る
現
今
、
鉄
鉱
石
の
海
上
連
賃
の
持
つ
意
義
ー
は
少
く
な
い
。
国
に
お
け
る
鉄
鉱
石
輸
入
価
格
の
推
移
（
一
九
五
四
ー
一
九
五
六
年
）
を
見
る
と
そ
の
一
般
的
騰
貴
傾
向
の
う
ち
に
あ
っ
て
日
本
が
最
も
そ
の
騰
貴
第31表 輸入鉄鉱石の FOB及び CIT価格の推移
（単位：トソ当りドル）
翰入相手国 アメリカカナダ イソド ゴア マレー比島
年次
晶分 (57彩） （58%) (65彩） （58%) (58彩） （56彩）
CF差OIFB額価価彩格I9.19 I 8.72 I 9.43 I 6.69 I _ I 9.16 1953年平均 17.32 14.30 18.52 15.23 13.15 14.61 
47 39 44 56 - 37 
FOB I 9.40 I 8.231 8.751 5.931 ― 8.86 1954年平均 C!F 13.65 14.21 17.09 14.60 13.28 12.27 
差額％ 31 42 49 59 - 28 
FOB I 9.151 7.651 9.291 5.88 - I 8.53 1955年平均 CIF 18.46 11.00 21.36 17.74 - 13.05 
差額％ 50 30 56 67 - 35 
FOB I 9.571 7.25111.121 6.20 I -I 8.47 1956年平均 CIF 20.60 18.13 26.10 22.33 18.00 1.406 
差額彩 54 60 58 72 - 40 
FOB 110.00 I 9.oo 110.921 1.00 I -1  9.oi 1957年6月 CJF 24.10 22.06 27.57 25.07 21.99 17.9 
差額％ 59 59 60 72 - 50 
（註） 通産省通商局資料鉄鉱石輸送専門視察団「世界及び日本の鉄鉱石輸送
事情の概観（資料） 32.10.5」14頁より作成
が
著
し
く
且
つ
高
価
で
あ
る
（
第
三
二
表
）
。
本
邦
で
は
戦
前
の
中
国
開
湊
炭
に
代
っ
て
戦
後
は
高
品
位
の
米
炭
に
依
存
し
た
関
係
上
コ
ー
ク
ス
節
約
の
た
め
高
品
位
鉄
鉱
石
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
炭
・
鉄
鉱
石
を
主
第32表 輸入鉱の価格 (C.I.F)の推移 (1954-1956)（単位：ドル）
1雷酎 I 日 ＊ 1 ア メ リ カ ，k |イギリ吋西ドイツ 1フランス
1954 I 85.o I 13.23 I 7.43 (+5.50 12.93) I 14.13 I 13.44 I 12.95 | 1955 112.1 14.94 7.45 (＋6.00 13.45) 14.74 13.36 14.58 
1956 I 13s.1 I 1s.62 I a.o5 (+6.5o 14.55) I 16.11 I 14.41 I 1s.14 
（註） ※英国海運会議所連賃指数（鉱石・ 1952年＝100)
＊アメリカのみ F.O.B.括弧内は推定運賃及び推定運賃加算価格
「鉄鋼界報」 429号(32.7.21号） 1頁より作成
第33表 製鉄主要原料費における鉄鉱石の占める割合
（銑鉄トソ当り1954年）
鉄鉱石 I 銑鉄トン当り
名
原料晋 鉄銑トン当り原料費（焼結
原単位 1単 価~I五伍費加算後費加算後）に対する鉱石費
ベルギー 2,163kgl 6.81 $!14.73 $¥ 39.72 $ 
フランス 2,ao3 I 4. 76 I 13.34 I 39.85 
西ドイツ 1,191 110.os I 1a.02 I 37.81 
イギリス 2,201 I 1.09 I 15.61 I 35.45 
アメリカ 1,656 I 12.92 I 21.40 I 36.25 
日本 1,476 I 11.s1 I 11.oa I 39.94 
（註） 八幡製鉄調査室「原料コストから見た日本鉄鋼業の国際競争力（下）」 「鉄鋼
界」 5巻10号58頁より作成
国
37.1彩
33.4 
44.7 
44.0 
59.l 
42.7 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
九
171 
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
米
国
・
カ
ナ
ダ
•
印
度
な
ど
遠
距
離
の
高
品
位
且
高
価
な
鉱
石
に
代
っ
て
比
島
・
マ
レ
ー
・
中
国
の
近
距
離
の
鉱
石
に
依
存
九
た
め
近
距
離
資
源
に
依
存
す
る
こ
と
ほ
次
の
如
き
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
格
は
運
賃
の
変
動
性
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
依
っ
て
鉱
石
輸
送
の
場
合
上
運
賃
負
担
の
増
大
を
招
い
た
の
で
あ
る
が
海
上
運
賃
負
担
を
軽
減
す
る
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
叉
海
外
鉱
石
依
存
度
も
漸
増
し
た
結
果
輸
入
鉱
石
供
④
 
給
源
の
遠
隔
化
を
齋
ら
し
平
均
海
上
輸
送
距
離
を
増
大
し
た
。
そ
こ
で
海
送
合
理
化
即
ち
運
送
費
用
の
節
減
と
運
賃
の
低
廉
化
に
お
い
て
鉱
石
専
用
体
よ
り
輸
入
地
域
が
問
題
で
あ
り
、
鉄
鋼
産
業
合
理
化
過
程
に
お
け
る
輸
日
本
鉄
鋼
産
業
ほ
戦
後
中
国
市
場
を
失
い
代
っ
て
遠
隔
地
に
盗
源
を
求
め
輸
入
鉱
依
存
そ
れ
自
船
発
達
の
意
義
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
鉱
石
価
に
は
そ
の
安
定
方
策
が
長
期
契
約
と
自
家
用
船
舶
保
有
の
形
態
に
求
め
ら
固
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
前
主
と
し
て
中
国
・
比
島
・
マ
レ
ー
を
鉄
鉱
石
供
給
源
と
し
て
い
た
第34表
と
す
る
銑
鉄
原
燃
料
の
原
単
位
切
下
を
実
現
し
た
（
第
一
―
―
―
―
一
表
）
。
の
事
前
処
理
も
こ
の
点
か
ら
装
入
比
率
が
四
割
を
超
え
る
迄
に
改
善
さ
れ
た
。
こ
の
原
燃
料
原
単
位
の
切
下
は
原
燃
料
価
格
騰
貴
の
一
部
を
吸
収
し
2
 
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
な
お
銑
鉄
原
価
構
成
に
お
い
て
九
〇
彩
に
達
す
る
原
燃
料
費
の
比
重
は
増
大
し
且
、
原
価
の
推
移
は
殆
ど
原
燃
料
価
格
の
動
き
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
原
料
条
件
は
日
本
鉄
鋼
業
に
不
利
で
は
な
く
原
燃
料
の
う
ち
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
遮
賃
が
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
の
場
合
に
主
要
原
料
原
価
は
欧
州
大
陸
諸
国
と
同
条
件
に
な
る
（
第
一
―
―
―
―
―
表
）
。
即
ち
運
賃
の
騰
貴
は
原
料
原
価
の
騰
貴
を
意
味
す
る
が
運
賃
が
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
よ
り
下
落
す
る
と
き
は
有
利
な
条
件
に
な
③
 
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
鉱
石
本邦輸入鉄鉱石運賃・運賃比率・運送距離・
稼取比率
I 産出地 I屯当り運賃 I運賃比率※I翰送距離 1積取比率＊1
！I フィリッビン 5.2ド）レ 40彩 1,600哩 96彩
マレ'- 6.6 45 2,700 70 
イソド 12.3 60 4,500 
ゴ ア 13.0 5,200 
31 
アメリカ 10.4 55 4,900 23 
カナダ 9.5 66 4,300 
南 米 15 70 9,000 
その他 5 42 
（註） ※•••C.J.F．価格に対する運賃の割合
*・・・1956年，総平均54彩
運輸省試算「鉄鋼界報」 438号 1頁より作成
ば
な
ら
な
い
。
海
外
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
題
と
の
関
連
に
お
い
鋼
産
業
合
理
化
の
問
促
進
と
い
う
日
本
鉄
低
シ
ャ
フ
ト
炉
化
の
て
高
炉
の
大
型
化
と
格
の
低
廉
•
海
上
輸
送
距
離
短
縮
な
ど
（
第
三
四
表
）
を
通
じ
低
下
・
山
元
鉱
石
価
す
る
こ
と
は
品
位
の
172 
る
。
油
槽
船
に
対
す
る
石
油
業
の
支
配
に
お
け
る
が
如
く
、
こ
れ
が
い
わ
．
 7
 
~
 
ゆ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
キ
ャ
リ
ア
に
当
る
。
そ
の
保
有
の
主
体
は
、
送
費
用
引
下
の
た
め
鉱
石
専
用
船
を
直
接
間
接
に
保
有
蓮
航
し
よ
う
と
す
大
量
且
安
定
的
発
生
と
い
う
経
済
的
制
約
が
あ
っ
た
。
し
か
も
転
用
の
不
し
か
し
そ
の
技
術
的
条
件
の
特
殊
化
に
は
港
湾
、
荷
役
条
件
な
ど
の
技
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
輸
送
手
段
の
確
保
を
通
じ
て
前
者
は
そ
の
原
料
輸
鉱
石
専
用
船
が
鉄
鋼
業
及
び
鉱
莱
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
言
船
は
鉱
石
輸
送
か
ら
閉
出
さ
れ
て
遮
送
需
要
増
減
の
調
節
弁
的
存
在
と
し
6
 
て
ス
ボ
ッ
ト
契
約
を
中
心
に
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
の
転
用
を
著
し
く
不
利
に
し
た
。
更
に
そ
れ
は
専
航
輸
送
と
長
期
契
約
の
輸
送
費
用
及
び
能
率
に
お
い
て
優
れ
た
専
用
船
の
影
響
を
受
け
て
不
定
期
に
お
け
る
最
低
費
用
の
実
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
が
他
種
貨
物
の
輸
送
へ
鉱
石
輸
送
を
漸
次
浸
蝕
し
た
鉱
石
専
用
船
は
長
期
安
定
的
と
な
り
、
結
局
V
も
の
で
あ
る
。
鉱
石
専
用
船
の
技
術
的
条
件
の
特
殊
化
は
鉄
鉱
石
輸
送
け
る
地
位
を
物
語
っ
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
一
般
不
定
期
船
の
一
般
不
定
期
船
経
営
に
お
い
て
も
長
期
契
約
が
増
大
し
そ
の
時
代
的
傾
向
と
共
に
そ
の
性
格
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
鉱
石
専
用
船
は
そ
の
殆
ど
全
部
が
長
期
契
約
に
よ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
大
型
化
と
特
殊
構
造
に
よ
る
転
用
の
不
利
益
と
に
よ
っ
て
少
数
需
要
者
と
の
結
び
つ
き
を
緊
密
に
し
て
一
般
市
場
と
は
別
個
の
特
殊
契
約
が
多
い
の
で
あ
る
。
比
較
的
低
廉
な
運
賃
に
よ
る
長
期
契
約
は
鉄
鋼
産
業
に
鉱
石
輸
送
費
の
切
下
げ
を
保
証
し
、
叉
長
期
に
亘
る
契
約
の
締
結
ほ
船
主
に
経
営
の
安
定
性
を
与
え
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
は
油
槽
船
に
類
似
す
る
。
た
ゞ
鉱
石
専
用
船
の
場
合
油
槽
船
市
場
に
見
ら
れ
る
ス
ボ
ッ
ト
契
約
が
殆
ど
な
い
こ
と
が
そ
の
鉱
石
輸
送
に
お
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
各
国
情
に
よ
っ
て
異
り
鉄
鋼
業
の
支
配
下
に
あ
る
子
会
社
（
米
国
）
、
運
鉄
鋼
両
業
界
出
資
に
な
る
特
殊
会
社
（
英
国
）
、
鉄
鉱
石
採
掘
輸
出
を
行
う
特
殊
会
社
（
瑞
典
）
な
ど
で
あ
る
が
直
接
鉄
鋼
業
自
体
が
保
有
す
る
⑧
 
例
は
少
い
。
そ
れ
は
、
の
、
貨
物
の
増
減
に
対
す
る
調
節
の
困
難
な
こ
と
、
及
び
鉄
鋼
業
自
体
に
厖
大
な
資
金
を
要
す
る
こ
と
か
ら
輸
送
手
段
に
投
下
し
う
る
資
金
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
海
外
鉄
鉱
石
供
給
源
の
遠
距
離
化
と
鉱
石
需
要
の
増
大
傾
向
か
ら
齋
ら
さ
れ
る
鉄
鉱
石
海
上
輸
送
需
要
の
増
加
に
基
一
般
化
を
も
伴
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
鉱
石
専
用
船
は
鉄
鉱
石
輸
送
に
従
事
す
る
一
般
不
定
期
船
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
鉄
鉱
石
輸
送
に
占
め
る
地
位
を
確
立
し
た
。
術
的
制
約
の
他
に
専
航
輸
送
に
充
分
な
遅
送
需
要
の
同
一
航
路
に
お
け
る
鉱
石
専
用
船
は
過
去
数
年
間
に
著
し
く
増
加
し
更
に
今
後
の
船
腹
増
大
鉄
鋼
業
の
企
業
内
部
に
お
い
て
自
己
保
有
船
腹
九
四
海
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鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
し
そ
の
需
要
増
大
も
鉱
石
専
用
船
が
一
応
飽
和
点
に
達
す
る
ま
で
は
そ
の
麦
を
除
け
ば
普
実
な
増
加
を
期
待
さ
れ
る
の
は
鉱
石
の
み
で
あ
る
。
し
か
九
五
し
て
達
成
さ
れ
る
海
上
運
送
の
合
理
化
即
ち
輸
送
費
用
の
低
減
及
び
そ
れ
炭
は
将
来
性
に
欠
け
、
気
候
の
影
響
を
反
映
し
て
季
節
的
変
動
を
蒙
る
小
さ
て
こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
船
舶
の
技
術
的
条
件
の
特
殊
化
を
媒
介
と
る
小
麦
・
石
炭
・
鉱
石
の
展
望
を
試
み
る
と
ニ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
石
る
こ
と
に
お
い
て
な
お
重
要
な
意
義
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
能
な
こ
と
も
加
え
て
鉱
石
専
用
船
の
発
展
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
輸
送
対
象
を
特
定
貨
物
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
性
及
び
転
用
の
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
に
よ
る
市
況
変
動
に
対
す
る
弾
力
性
の
獲
得
は
鉱
石
石
油
兼
用
船
や
撒
積
貨
物
船
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
前
者
は
極
め
て
稀
な
場
合
を
除
き
鉄
鉱
石
・
石
油
を
同
一
航
路
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
く
鉱
石
輸
送
に
従
事
す
る
も
の
が
大
部
分
と
い
う
。
後
者
の
場
合
は
撒
積
貨
物
で
あ
れ
ば
特
に
特
定
貨
物
を
そ
の
翰
送
対
象
と
し
て
い
な
い
の
で
市
況
の
変
動
に
応
じ
て
貨
物
に
対
す
る
撰
択
が
許
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
不
定
期
船
貨
物
輸
送
の
単
位
が
増
大
し
た
今
日
で
は
鉱
石
輸
は
有
利
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
結
局
一
九
六
0
年
頃
迄
に
鉱
石
輸
送
の
三
分
の
二
を
鉱
石
専
用
船
が
占
め
る
に
到
っ
て
こ
れ
を
以
て
そ
の
限
界
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
定
期
船
隊
が
残
り
の
三
分
の
一
を
担
当
し
,
．
 ，
 
＇ 
鉱
石
遮
送
需
要
の
伸
縮
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
石
油
を
除
い
た
不
定
期
船
貨
物
の
う
ち
代
表
的
な
三
大
貨
物
と
言
わ
れ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
一
般
不
定
期
船
市
場
は
貨
物
移
動
の
調
節
を
担
当
す
送
に
就
い
て
は
鉱
石
専
用
船
程
の
経
済
性
は
望
め
ぬ
と
し
て
も
全
般
的
に
固
定
性
・
長
期
契
約
に
よ
る
固
定
的
且
安
定
的
逓
賃
な
ど
に
見
ら
れ
る
如
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
専
航
輸
送
と
結
び
つ
く
規
則
的
配
船
と
航
路
の
専
用
船
・
冷
凍
運
搬
船
・
重
籠
物
運
搬
船
・
セ
メ
ン
ト
タ
ソ
カ
ー
な
ど
が
た
の
は
専
用
船
（
特
殊
船
）
の
急
激
な
発
達
で
あ
っ
た
。
油
槽
船
・
鉱
石
増
加
分
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
般
不
定
期
船
市
場
に
お
い
て
長
期
契
約
の
増
大
が
一
方
で
は
海
運
経
営
の
安
定
性
に
通
じ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
他
方
期
近
契
約
市
場
に
お
い
て
は
却
っ
て
遅
賃
変
動
の
激
化
す
る
結
果
に
な
る
。
こ
こ
に
海
連
市
場
の
変
動
性
が
集
中
さ
れ
る
如
Ol 
ー
き
状
態
を
呈
す
る
。
戦
後
不
定
期
船
の
定
期
船
化
傾
向
を
如
実
に
表
わ
し
く
定
期
船
企
業
の
性
格
に
似
た
安
定
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
海
運
に
お
け
る
運
送
方
法
の
合
理
化
の
た
め
の
一
傾
向
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
4
に
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
の
は
専
用
船
輸
送
に
充
分
な
そ
の
種
の
述
送
需
要
の
発
生
が
期
待
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
一
般
不
定
期
船
市
場
が
専
用
船
の
発
達
に
よ
り
相
対
的
縮
少
を
余
義
な
く
に
伴
う
原
材
料
の
長
距
離
輸
送
の
発
達
を
海
連
に
お
け
る
―
つ
の
発
展
段
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り
消
費
さ
れ
て
い
る
。
日
本
生
産
性
本
第35表 産出地別米国消費鉄鉱石価格比較
さ
え
も
可
成
部
前
掲
書
二
1―1
0
頁
。
こ
の
こ
と
は
輸
入
鉱
石
の
原
価
安
と
高
品
位
で
あ
る
こ
と
及
び
海
上
輸
送
の
合
理
化
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
（
下
表
参
照
）
（単位：ドル）
鉄鉱石が内
陸において
運 賃！ 鉄分應雙当り産出別 含有鉄分 甚点価格~ ピッツバーグ ビッツノーグ
(A) (1954年） 海上 1鉄道渡し価格(B)渡し価格(C)
メサピ地区 51.5彩 9.90エリー湖 -I  'I 2.12 12.02 I 0.233 
ヴェネゼラ 64.0 8.75 dPe ueHirteo rro 14.56 0.227 
（ペスレヘム社）
3.00 2.81 
ヴェネゼラ 58.0 5.80 PQuedrtaz o 3.50 2.81 12.11 0.209 
(U.S．スチール社）
ラケベプッラク ドル 54.0 110.38エリ噂 2.12 12.50 0.231 
（註） C=B+A
木寺浮「米国の翰入鉄鉱石の現状」 「鉄鋼界」 7巻8号 64頁より引用
(
1
)
 
米
国
に
お
い
て
は
陸
上
運
賃
が
高
い
に
も
拘
ら
ず
海
外
輸
入
階
の
過
程
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
鉱
石
専
用
船
の
発
達
は
油
槽
船
の
そ
れ
に
共
通
の
要
素
を
包
含
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
（
沼
田
）
な
お
、
運
輸
調
査
局
「
鉄
鉱
石
の
海
上
運
賃
に
つ
い
て
棒
綱
価
格
と
輸
入
鉄
鉱
石
価
格
の
関
係
ー
」
を
参
照
。
(
2
)
製
造
原
価
の
騰
貴
が
主
要
原
燃
料
の
騰
貴
比
率
に
比
較
し
て
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
電
力
経
済
研
究
所
「
日
本
産
業
構
造
の
課
題
（
九
）
主
要
工
業
篇
(
I
)
」
1
0
一
ー
―
ニ
ニ
頁
参
照
Q
鉄
鋼
原
料
運
賃
上
昇
率
は
銑
鉄
原
価
へ
そ
の
ま
4
転
稼
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
開
発
銀
行
「
調
査
月
報
」
五
巻
一
〇
号
一
四
ー
一
五
頁
。
(
3
)
八
幡
製
鉄
調
査
室
「
原
料
コ
ス
ト
か
ら
見
た
日
本
鉄
鋼
業
の
国
際
競
争
力
」
（
下
）
「
鉄
鋼
界
」
五
巻
一
0
号
六
八
頁
。
(
4
)
日
本
輸
入
鉄
鉱
石
の
平
均
輸
送
距
離
は
昭
和
―
一
年
二
、
一
二
0
浬
、
同
二
九
年
―
―
-
、
六
一
五
浬
、
同
一
―
-
0
年
―
―
-
‘
-
＝
四
0
浬
で
あ
る
。
日
本
船
主
協
会
「
海
運
研
究
責
料
」
第
一
0
号
九
頁
。
遠
隔
地
鉱
石
へ
の
依
存
度
の
増
減
を
反
映
し
て
い
る
。
(
5
)
岡
庭
博
「
鉱
石
専
用
船
の
発
達
と
海
運
経
営
」
（
下
）
「
海
運
」
―
―
―
六
八
号
一
0
|
―
二
頁
、
小
林
重
礼
「
海
上
運
賃
の
変
動
性
に
つ
い
て
」
「
富
士
製
鉄
技
報
」
五
巻
二
号
一
五
—
ニ
ニ
頁
参
照。
(
6
)
岡
庭
博
「
鉱
石
専
用
船
の
発
達
と
海
運
経
営
」
運
」
―
―
―
六
八
号
一
―
I
―
二
頁
。
(
7
)
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
キ
ャ
リ
ア
は
か
つ
て
海
運
発
展
過
程
に
お
い
て
み
た
自
己
運
送
形
態
か
ら
他
人
運
送
形
態
へ
の
発
展
と
逆
の
発
展
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
資
本
主
義
の
発
展
に
九
六
（
下
）
「
海
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鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
一
考
察
体
系
」
九
五
ー
九
九
頁
参
照
。
（
沼
田
）
(
8
)
日
本
生
産
性
本
部
前
掲
書
九
ー
一
四
、
頁
、
藤
野
茂
「
欧
米
の
鉱
石
船
を
視
察
し
て
」
0
巻
―
二
号
三
八
ー
四
二
頁
。
参
照
。
英
国
に
お
け
る
特
殊
会
社
B.I.S.C.
(British 
I
r
o
n
 a
n
d
 
S
t
e
e
l
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 
(Ore), 
Ltd.) 
t!
一
九
四
六
年
英
国
鉄
鋼
会
社
の
子
会
社
と
し
て
設
立
、
鉄
鉱
石
の
一
手
買
付
．
輸
送
・
配
分
を
行
う
。
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
近
の
鉱
石
専
用
船
事
情
」
「
海
運
調
査
月
報
」
四
八
号
七
ー
八
頁
。
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
九
五
六
年
の
鉱
石
輸
送
」
「
海
運
調
査
月
報
」
六
一
＿
一
号
八
ー
九
頁
。
「
英
国
の
ビ
ス
ク
鉱
石
会
社
と
は
」
「
鉄
鋼
界
報
」
四
四
八
号
五
頁
。
門
乎
謙
一
―
-
「
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
業
の
第
三
次
拡
充
計
画
の
全
貌
」
「
鉄
鋼
界
」
七
巻
一
0
号
九
九
ー
一
0
0
頁
参
照
。
な
お
本
邦
に
お
い
て
も
鉄
鋼
、
海
運
両
者
の
鉱
石
専
用
船
共
同
保
有
会
社
「
日
本
鉱
石
輸
送
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、
結
局
海
運
側
の
単
独
保
有
に
傾
く
も
の
と
見
ら
れ
る
。
田
部
―
―
一
郎
「
最
近
の
鉱
石
専
用
船
」
「
鉄
鋼
界
」
第
九
巻
一
1
一
号
六
0
ー
六
六
頁
―
―
二
—
―
二
四
「
船
の
科
学
」
一
伴
い
企
業
の
大
規
模
化
が
顕
著
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
に
お
い
て
主
と
し
て
生
産
企
業
の
支
配
下
に
海
上
運
送
部
門
が
置
か
れ
る
に
到
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
一
般
的
な
他
人
運
送
形
態
に
対
し
て
特
殊
形
態
で
は
あ
る
が
工
業
原
材
料
な
ど
の
大
量
貨
物
移
動
に
お
い
て
は
今
日
既
に
無
視
し
え
な
い
程
顕
著
と
な
っ
た
。
今
野
源
八
郎
編
「
交
通
経
済
学
」
一
1
-
0
0
|
-
＝1
0
一
頁
、
佐
波
宣
平
「
海
運
理
論
九
七
参
照
。
(
9
)
（
10)
岡
庭
博
「
鉱
石
専
用
船
の
発
達
と
海
運
経
営
」
「
海
運
」
―
―
一
六
八
号
一
―
|
-
―
一
頁
。
鉱
石
専
用
船
に
就
い
て
の
諸
問
題
は
岡
庭
博
「
鉄
鉱
石
輸
送
と
鉱
石
専
用
船
」
に
お
い
て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
（下）
